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北海沿岸文化を訪ねよう
ヴァイキングの歩みとともに

第5回スウェ山デンと

∴ングランド

冒険･伝説･神話の舞台へ

伊藤　轟Ito Tsukusu(信州大学涯教授)
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古英語『ぺ-オウルフ』と古きスウユーテン

イングランド人の誰かが､先祖伝来の口調伝承を素材とし

て作り,英語で書き残し,筆写され,写本としてほぼ完全な

形で残された現存最古の英雄物語といえば『ベ-オウル

フ』である｡しかし､その主人公ベ-オウルフはイングランド

人ではない｡アメリカ人のロバ-ト･ゼメキス監督がCGを使

ってハリウッド映画『ベ-オウルフ:呪われし勇者』 (2007年)

に仕立てたような､デンマ-クの王様になった人物でもない｡

ベ-オウルフは,古英語でGeatasと呼ばれた民の王ビ

ューエラーク(Hygelac)の甥という設定だ｡ Geatasを｢ゲ

-アタス｣などと発音してはいけない｡ 4､ 5世紀から11世

紀にかけて､古英語の[g園という発音は､前舌母音i, e, a3

の前後では舌の位置が前方に来たために音j]という音に近

くなった｡そこでここでは｢イェ-アタス｣ (単数形Geat ｢イ

ェ-アト｣)と仮名書きしよう｡

綴りはGなのに､ Yの発音なんて!と憤慨なさるな｡現在

のスウェ-デンでも同じような音声学的現象が起きているのだ

から｡スウェ-デン第2の都市であるイェ-テポリは､スウェ-

デン語ではG6teborgと綴られる.またイェーテ村Jの在る地

域Vasterg6t獲andと隣接する6sterg6tlandは､それぞ

れ｢西のG6tland｣と｢束のG6tland｣を意味するのだが､

G6tlandはスウェ-デン語で｢イヨトランド｣のように発音され

ている｡古英語のGeatasすなわち｢イェ-アト族｣の土地

と考えてよいだろう(より慎重な学説を唱える人もいる)｡

古臭詩『ベ-オウルフ』は物語る｡デ-ン人の王フロ-

スガール(Hrothgar)を悩ます怪物グレンデルの噂は海を

渡って広がり､イェ-アトの王族ベ-オウノレフの耳に入る｡か

って自分の父親がフロ-スガ-ルに助けられだ園を返そう

と､若き勇者は怪物ばかりか､その母親の女怪をも退治する｡

年老いてイェ-アトの王となったベ-オウルフは､自分の民を

襲った火竜を退治して命果てるo物語の語り手は,ベーオ

ウルフ亡き後､イェ-アト人が北部のスウェ-ア人との戦いに

敗れ､スウェ葛アの王に支配されることを不安げに予言する｡

っまり､現在のスウェ-デン南部には､イェ-アト族がかつて

王国を持っており､北部のスウェ-ア人と戦い､海を隔てて

デ-ン人と交流を持っていたという歴史や伝説を,古英語

を話す人々は知っていたわけだ｡なお､現在のSweden､

swedesという英語の国名と国民名は, ｢スウI-7の民｣

という意味の古英語Sweobeodおよび古北欧語Svibj6∂

を理解できずに綴りを変えてしまった14世紀頃のイングランド

人の表記に由来するとされる｡
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復元されたヴァイキング鮨

映画『ベオウルフ』 (2005年)より

l　貴報議楽での絵画石碍

イェ-テポノから約80キロ離れたアス

クムにある｡舶先の環が確認できる｡
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古実話の中で､若き英雄ベ-オウルフは,舶先が環を描

く船に乗って13人の戦士とともにデンマ-クに渡る｡舶先

が環になった船と言えば､たとえば現在オスロのヴァイキング

船博物館にあるオ葛セベl)船などのような､ヴァイキング時代

の船が思い浮かぶ｡日本では劇場公開はされなかったもの

の､熱狂的なフアンからの要請を受けて日本語字幕のつい

たDI｢Dが流通する『ベオウルフ』 (ストウルラ･グンナルスソ

ン監督, 2005年)では舶先が丸くなったヴァイキング船を

復元して撮影が行われた｡古実話『ベ〇才ウルフ』に登

場するイェ-アト族の王ヒュ｣エラ-クは､トウ-ルの聖グレゴ

リウス(538?-594?)の著書『フランク族の歴史』に記録さ

れるクロキライクス(Chlochilaicus, 516-31年の間に戦死)

と見なされているので､時代設定は6世紀ということになる｡

ヴァイキング船の登場は時代錯誤かな?と思えそうだが､実

は､スカンテイナヴイアでは先史時代からこのような舶先の船

に乗っていたので､ご安心を｡北欧に数多く残される先史

時代の船の絵でも､多くの舶先が環になっている｡

そんなヴァイキング船に乗る冒険は,現代でもスウェ-デン

人ルーネル･ヨンソン(Runer Jonsson, 1916-2006)の児童

文学の傑作VJ’cfre Vi硫g (Stockholm:1963年)によって､

世界中で知られている｡ 1974-75年に､アニメ『小さなバイ

キング　ピッケ』として日本中の子どもたちの人気を得たこと

も､筆者と同世代の人ならば記憶しているに違いない｡ピッ

ケは最初の航海でブ)｣スラント､フランク王国､デンマ-ク

を訪ねる｡スウェ-テンからは西への航路だ｡

西への航路をさらに進むと､北海沿岸で最も裕福だった国

イングランドに到着する｡イングランドを襲った北欧ヴァイキング

は､当時の英語でDeneすなわち｢デ-ン人｣と総称され

ることが多かった｡しかしノルウェ-系のヴァイキングも北イン

グランドに入植したことは､この連載の第1回,第2回にも記

したとおりだ｡スウェ-デンのヴァイキングはどうだろう?スウ

ェ-デンに残る幾つかのル-ン碑文は､スウェ-デン人もイン

グランドへヴァイキング行に赴き荒稼ぎをしたことを記録する.

ガムラ･ウプサラにある大きなル-ン碑文によると,豪農シグヴ

ィ-ズ)レは,イングランドに何度も赴いたために｢イングランド渡

り(A3nglandsfari)｣などと呼ばれたそうだo

また､この種のル-ン碑文で最も有名なのが,オルケスタ

にあるウ-ルヴル(寄lfr)の記念碑だ｡ ｢ウ｣ルヴルはイングラ
ゲルド

ンドで3度｢支払い｣を受け取った｡ l度目はト-ステイが

払い､次にソルケッルが払い､次にクヌ-トルが払った｣とあ
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る｡これはウ-ルヴルが3度にわたってイングランドを襲うヴァ

イキング行に赴5. 1度目は｢戦のト-ステイ｣と渾名された

富裕のスウェ-デン人ト-ステイと､ 2度目はヨ-ムのヴァイキ

ングの長ソルケッルと､ 3度目には､後にイングランド王になる

クヌ-トルとともに航海し､そのたびに休戦の条件としてイン
デ-ンゲルド

グランド王から｢北欧人への金｣を受け取ったので､それ

ぞれの攻撃の主催者たちがウ-ルヴルにその分け前を払っ

た記録だと解釈されている｡

東に向かったスクエ-テン･ヴァイキング

一方､スウェ-デンのヴァイキングが束にも向かったことは

よく知られている｡彼らはル-ス(ル-シ)と呼ばれ､｢ロシア｣

の国名のもとになったと考えられている｡ヴオルガ川やドニエ

プル川を船で旅をしたヴァイキングは､コンスタンティノ-プル

という(束)ロ-マ帝国の首都に着くと､皇帝の近衛兵とし

てヴァランジアン親衛隊(lTarangian Guard)と呼ばれる集

団を形成した｡西欧で恐れられた勇猛果敢なヴァイキングは

東欧では皇帝陛下の兵となって名誉を得､皇帝自身も心強

い味方を手に入れたわけだ｡

しかし､さらに先へと冒険の旅に出たスウェ-デン人もい

た｡イングヴァルと呼ばれる男で､彼とともに船団を組んで束

｢アンドゥェトル､力鵜ル､キ鵜ティ､プレシとデヤル

ヴルはこの石を父グンレイウルの諦念に立てた｡

彼はインクヴァルとともに東へ行って殺された｡彼

らの魂に神のご加護を｡操舵の得意なアルiノ-ク

ルがルーンを刻んだ｣とある(Varpsund, U654)

スr?I-テ>蓋±洗J登e�

アラブ圏およびビザシティウムの通貨｡東方に

向かったヴァイキングたちは良質の銀を求めた
i

｣　　という

を目指したスウェ-デン･ヴァイキングが大勢いた｡しかし､イ

ングヴァルは途上で病死｡仲間たちもほとんどが死んでしま

い､スウェ-デンに帰国したヴァイキング船はたった｣隻だっ

た｡この悲劇は伝説となり､ 14世紀のアイスランドで『インク

ヴァルのサガ｣として写本に書き残された｡今も､スウェ鵜デ

ンのメ-ラレン湖周辺には､イングヴァルとともに東方に渡って

帰らなかった肉親を悼むル-ン碑文が幾つも残っている｡

このような束に向かった中世のスウェ-デン人ヴァイキング

(ル-シ)の荒くれぶりについてはへイスラム教徒イブン･フが

ラ-ンの報告書によって知ることができる｡洗練されたイスラ-

ム文化の視点から､当時のスウェ鵜デン･ヴァイキングの衛生

面での問題が興味深げに語られるが､何より読者の耳目を引

くのは,彼らの宗教的な儀式を伝える貴重な記録であろう.

ウプサラ:北欧神話の聖地

古英語『ベ-オウルフ｣にも､デ葛ン人の王フロースガ-

ルが､怪物に悩まされた際､異教の偶像に助けを求める場

面が描写される｡当時のイングランド人にとって､北欧は異

教徒の土地なのである｡

しかし､北欧人の宗教､北欧神話の最も重要な聖地と

いえば,恐らくスウェ-デンのガムラ･ウプサラ､ ｢旧ウプサ
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プサラの司教だったオラウス･マグヌスが

著した,ソ-ルを主神に､右にオ-ジン､

左にはプレイルの代わりにフiノックがいる

と思われる

ウ7サラ･工ッダ写本

(Uppsafa univers’netsbibliotek,

Codex De

la Ga｢die ll,什26v-27｢; bis.

50-51)ウプサラ大学図書館

に展示されている
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